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「ビッグデータ統合利活用のための次世代基盤技術の創出・体系化」 
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§１．研究実施体制 

 

（１）「松岡」グループ 

① 研究代表者：松岡 聡 （東京工業大学 学術国際情報センター、教授） 

② 研究項目 

  EBDシステムアーキテクチャの設計及びシステムソフトウェアの研究開発 

・EBDシステム・アーキテクチャの基本設計 

・EBDシステムソフトウェアの基本設計 

・アプリケーションによる評価・高度化 

 

（2）「建部」グループ 

① 主たる共同研究者：建部 修見 （筑波大学 システム情報系、准教授） 

② 研究項目 

  EBD分散オブジェクトストアの研究 

・分散オブジェクトストアの設計 

・プロトタイプ実装・性能評価 

・アプリケーションによる評価・高度化 

 

（3）「鯉渕」グループ 

① 主たる共同研究者：鯉渕 道紘 （国立情報学研究所・アーキテクチャ科学研究系、准教授） 

② 研究項目 

  EBD インターコネクトの研究開発 
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・低遅延トポロジとルーティング 

・ストレージへの直接通信機構 

 

（4）「秋山」グループ 

① 主たる共同研究者：秋山 泰 （東京工業大学・情報理工学研究科、教授） 

② 研究項目 

  EBDデータ処理 APIの開発と、大規模ゲノム解析等での評価 

・EBDデータ処理 APIの開発 

・大規模ゲノム解析等での実応用評価 

 

（5）「鈴村」グループ 

① 主たる共同研究者：鈴村 豊太郎 （University College Dublin, School of Computer 

Science and Informatics、Visiting Associate Professor） 

② 研究項目 

  大規模データ駆動型による社会動向解析基盤の研究・開発 

・社会データの取得 

・分析プログラムの開発 

・モデルによる解析 

・予測プログラムの開発 

・プログラムの性能最適化 

 

（6）「三好」グループ 

① 主たる共同研究者：三好 建正 （理化学研究所 データ同化研究チーム、チームリーダー） 

② 研究項目 

  次世代ビッグデータ同化アプリケーション 

・フェールセーフの EBD ワークフローの開発 

・Geographical Searchアルゴリズムの最適化 

・EBDのプラットフォームの設計・開発のコ・デザイン 
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§２．研究実施の概要 

 

 将来 Zeta(1021)Byte/日(あるいは Yotta(1024)Byte/年)という、今の Google/Amazonの個々の

IDCに代表される 10万ノード級のクラウドのデータ処理能力の、最大で 10万倍に至る処理能力

を達成するための EBD(Extreme Big Data)システム基礎技術の確立を達成することを目標とし、

そのためにスーパーコンピューティング技術、特にメニーコア超並列処理と広帯域低遅延ネットワ

ーク技術・不揮発性メモリ技術・及び高性能データベース技術を融合し、単なる「ビッグデータ」か

ら「EBD」への相転移的な技術革新をはかる。 本年度は、昨年度に引き続き、EBDシステム処理

基盤と、大規模ゲノム・社会シミュレーション・気象を含むアプリケーションに関するコ・デザイン体

制の研究を推進し、それぞれのチームが様々な形でグループ内外の共同研究を行い、要素技術

を推進させながら、ビッグデータとHPC技術の統合を目指したEBD処理基盤の全体的な技術像

の具現化を目指した。 

 EBDを支えるシステム・ソフトウェアに関しては、次世代のストレージ装置として期待されるフラッ

シュデバイスや不揮発性メモリを想定した高速な並列データ・アクセスを実現するためのローカル

オブジェクトストアの設計の最適化や、EBDアプリケーションとのコデザインによるネットワーク構成

方法の設計、数千台の GPUを搭載したビッグデータマシンを対象とした超高速大規模分散ソート

や数千・数万台の計算ノードまでスケールするグラフ処理カーネルなどの EBDアプリケーショ

ンを最大限支援するためのソフトウェアカーネルの研究開発などを進めた。 

 また、これらの総合的な「EBDシステム」を基盤に、大規模ゲノム相関、社会シミュレーション(特

に超大規模非構造グラフ構造)、超高速センサ・エクサスケール気象データ同化、などを代表的な

「EBDアプリケーション」のインスタンスとして類型し、EBDアーキテクチャ上での実行に向けた設

計、及び、評価を進めた。具体的には、大規模ゲノム相関に関しては、大規模ゲノム相関に関して

は、EBD対EBDの相関計算や相同性計算を実現するために必要となるAPI群の概念設計を進

め、その一環として、秋山グループで開発を進めている微生物群のメタゲノム解析を高速かつ高精

度に行うための並列ソフトウェア GHOST-MPに対して、松岡グループで開発を進めている

MapReduce実装であるHAMARを適用し、単純なデータ分割が適用できない相関計算や相同

性計算のための汎用性の高いAPIやアーキテクチャの co-designの検討、具体化を進めた。社会

シミュレーションに関しては、大規模エージェントベースシミュレーション基盤へ性能最適化のため

のアーキテクチャと機構の提案と実装、気象における次世代ビッグデータ同化アプリケーションに

関しては、前年度に構築したプロトタイプシステムを用いた実際の豪雨事例による検証、4次元ア

ンサンブルカルマンフィルタによるフェールセーフの EBD ワークフローの実現などを進めた。 
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